
様式1　役割分担・方向性を定めた事業

18 年 2 月 自主・自立推進プラン実施状況確認シート

１．自主・自立推進プランにおける検討結果
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２．平成 18 年 2 月 現在の実施状況
（①から④のうち、該当する項目に○印をつけてください。）

＊④は、役割分担・方向性・実施年度の何れかについて、プランの検討結果から変更する予定の場合です。

４．今後の方針（関係者協議等）

十勝圏の広域連携のあり方については、十勝支庁、十勝町村会と十勝圏複合事務組合が連携して十勝圏
広域連携検討会を組織し、十勝圏域の全市町村による検討作業を終了。税滞納整理については、協議機
関を設置し、十勝支庁の支援と協力を受け、徴収組織の設立等具体的な内容を検討中。
○検討組織
･十勝管内滞納整理機構(仮称)設立準備協議会　(20市町村税務担当課長、十勝支庁納税課主幹、十勝
支庁地域政策課主幹で構成。
・十勝管内滞納整理機構(仮称)設立準備室　鹿追町、上士幌町、帯広市、池田町、本別町、広尾町の税務
担当課長、十勝支庁納税課主幹、十勝支庁政策課主幹で構成

平成19年4月からの機能開始を目指し、機構の設立年月日、分担金、組織形態、規約等の決定。
･組織の規約変更に関する議決（6月町議会定例会提案予定)
･準備経費の負担金を予算補正（9月町議会定例会提案予定)

３．平成１７年度に実施した内容と課題　（予定どおり実施できなかった場合はその理由）

①実施済 ③未検討②実施に向けて検討中

○

④変更予定

十勝町村会でも検討中の事業です。市町村から徴収担当者を招集して一部事務組合として機能さ
せる方法と、単に市町村同士の連携をするのか２通りあります。徴収・滞納整理専門の一部事務組
合を組織すれば、情報交換、徴収体制を強化することができます。また他市町村分の滞納も徴収す
ることができれば全体として効率的です。町村会の動向を見ながら検討していきます。
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